
出
願
品
種
の
属
す

る
農
林
水
産
植
物

の
種
類

出
願
品
種
の
名
称

出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
又
は
居
所

品
種
登
録
出
願
の

番
号
及
び
取
下
げ

年
月
日

A
ste

r
L
.

V
IC

T
O
R
IA

U
L
L
A

P
e
te
r
J
e
p
p
e
se
n

H
u
n
d
sle

v
g
y
d
e
n

8
3
B
,
K
e
rte

m
in
-

d
e
,
D
e
n
m
a
rk

第
2
6
0
4
9号

平
成
2
4年
６
月
６
日

C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m

x
m
o
rifo

liu
m

R
a
m
a
t.

D
U
B
L
IN

D
A
R
K

O
R
A
N
G
E

D
e
liflo

r
R
o
y
a
ltie

s
B
.V

.
K
o
rte

K
ru
isw

e
g

1
6
3
,

2
6
7
6
B
S
,

M
a
a
sd
ijk

,
T
h
e
N
e
th
e
rla

n
d
s

第
2
4
9
5
1号

平
成
2
4年
６
月
６
日

D
ia
n
th
u
s

c
a
ry
o
p
h
y
llu

s
L
.

グ
ラ
ッ
シ
ー

L
a
V
ille

tta
S
.R
.L
.

S
a
n
to

S
te
fa
n
o
A
l
M
a
re

(IM
)
V
ia

P
e
iro

n
a
1
5
P
o
st.

C
o
d
e
1
8
0
1
0
,
Ita

-
ly

第
2
6
2
0
7号

平
成
2
4年
６
月
1
1日

P
le
u
ro
tu
s

o
stre

a
tu
s
(F
r.)

Q
u
e
l.

C
h
ia
k
1
1
h
o

K
w
o
n
sa
n
g
o
o
k

M
u
sil

Ip
y
e
o
n
h
a
n
se
sa
n
g

A
P
T
,

1
7
1
4

M
u
sil-

d
o
n
g
,

W
o
n
ju
-
si,

G
a
n
g
w
o
n
-
d
o
,
R
e
p
u
b
lic

o
f
K
o
re
a

第
2
5
2
0
1号

平
成
2
4年
６
月
1
8日

告

示

平成™›年Ÿ月š日 金曜日 第œŸœ�号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
四
号

出
願
者
か
ら
出
願
公
表
後
に
品
種
登
録
出
願
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
の
で
、
種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
鹿
島
市
大
字
山
浦
字

四
方
坂
丙
三
六
四
一
の
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
佐

賀
県
庁
及
び
鹿
島
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
九
十
四
号

町
を
市
と
す
る
処
分

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
埼
玉
郡
白
岡
町
を
白し
ら

岡お
か

市し

と
す
る
旨
、埼
玉
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
四
年
八
月
三
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
二
一
五

二
四
、

七
、
二
〇

越
智

正
道

四
二
一
六

二
四
、

七
、
二
〇

畑
中

数
正

四
二
一
七

二
四
、

七
、
二
〇

Ö
見

顕

四
二
一
八

二
四
、

七
、
二
〇

小
山

富
央

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
十
六
号

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
役
場
備
付
け
の
次
の
戸
籍

が
滅
失
し
た
た
め
、こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

次
に
掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
ま
で
に
、

同
町
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
戸
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
串
本
町
役
場
又
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
新
宮
支
局

に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

法
務
大
臣

滝

実

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
古
座
町
大
字
津
荷
三
百
五
十
番
地

松
下

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
十
七
号

大
阪
市
西
区
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

法
務
大
臣

滝

実

大
阪
市
西
区
九
條
通
三
丁
目
五
百
三
十
八
番
地山

Ä

吉

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
十
八
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

法
務
大
臣

滝

実

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
電
力
系
統
利
用
協
議
会

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
十
番
地
十

認
証
年
月
日

平
成
二
十
四
年
七
月
十
九
日

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
十
九
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
住
所
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

法
務
大
臣

滝

実

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称

熊
本
県
司
法
書
士
会

変
更
前
の
住
所

熊
本
県
熊
本
市
大
江
四
丁
目
四
番
三
十
四
号

変
更
後
の
住
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
大
江
四
丁
目
四
番
三
十
四
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
武
雄
市
橘
町
大
字
片

白
字
片
白
九
一
一
四
の
二
、
九
一
一
六
の
一
、
九
一
一

六
の
三
、
九
一
一
六
の
四
、
九
一
一
八
の
二
、
九
三
一

四
の
二
六
、
九
三
一
四
の
二
八
、
九
三
一
四
の
三
二
、

九
三
一
四
の
一
六
九
、
九
三
一
四
の
一
七
〇

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
佐

賀
県
庁
及
び
武
雄
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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